
令和2年度一般会計当初予算額� 8,373億7,000万円(前年度比4.0％増)
合計

1,052,105円
教育･文化に

236,015円

犯罪､交通事故の防止に

60,389円
福祉の向上・医療や健康
づくりに

204,544円

農林水産業の発展に

44,437円
住宅･公園･下水道･道路等に

113,843円

県債の償還に

128,740円
商工業の発展に

64,417円

その他

199,720円

外国人材活用強化･多文
化共生事業費�4,200万円

　外国人労働者の生活･就労
環境を整備すること等によ
り､外国人材の活用および
多文化共生地域づくりを推
進します。

災害復旧事業費� 147億8,200万円
　令和元年東日本台
風により大きな被害
を受けた林道、農業用
施設、道路、河川、砂
防施設などの復旧を
行います。

栃木県の人口〔3月1日現在〕1,937,712人（前月比1,345人減）世帯数796,063世帯（前月比40世帯増）読みやすさ向上のため、文字のデザインを工夫したユニバーサルデザインフォントを使用しています
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とちぎ

今年度の予算の主な特徴は､令和元年東日本台風によ
る被害からの復旧・復興に向けての積極的な取り組みな
どの三つのポイントに分けられます。今回は、その中か
ら、新規事業を中心に主要な事業をご紹介します。

令和元年東日本
台風による被害
からの復旧・復興

POINT1

令和2年度政策
経営基本方針に
基づく重点事項

POINT2

｢とちぎ元気発信プラン｣
の総仕上げと｢とちぎ創生
15戦略（第2期）」の推進

POINT3

いちご

一世帯あたりの
支出内訳

令和
2年度
県予算

未来技術で とちぎを進化
2020予算

1,878
(22.4%）

1,067
(12.7%）

1,025
(12.2%）

906
(10.8%）

561
(6.7%）

1,203
(14.6%）

2,500
(29.9%）

887
(10.6%）

1,298
(15.5%）

732
(8.7%）

1,097
(13.1%）

1,366
(16.3%）

県税
（県民税､事業税､
地方消費税､自動
車税など）

地方交付税
（国が地方に代わって
徴収し､交付する地方
の固有財源）

地方消費税
清算金
( 最終消費地に
帰属させるため
の都道府県間の
清算金 )

教育・文化に
（教育費）

その他

福祉の向上に
（民生費）

住宅・公園・下水道・
道路等に
（土木費）

医療や健康づくりに
（衛生費）

商工業の発展に
513(6.1%）
（商工費）

犯罪・交通事故防止に
481(5.7%）
（警察費）

農林水産業の
発展に
354(4.2%）
（農林水産業費）

庁舎管理
などに
386(4.6%）
（総務費）

県債の償還に
（公債費）

県債（臨時財政対策債）400(4.8%）
（地方交付税の不足分を補うための借金）

基金取り崩し
94(1.1%）
（財源の調整の
ために積み立
てた基金の取
り崩し）

その他
（使用料・手数料､中小企業から
の貸付金の返済金など）

県債
（施設や道路
をつくるため
の借金）

国庫支出金
（国が使途を
特定して地方
公共団体に交
付する支出金）

（億円）
歳出

（億円）
歳入

   とちぎの未来を担う『ひと』づくり    未来技術等を活用した新たな取り組みの推進

農業大学校｢いちご学科｣創設事業費
� 700万円

 ｢ い ち ご 王国・栃木｣を
リードする人材の育成の
ため､｢いちご学科｣の令和
3年度創設に向けた準備を
進めます。

とちぎUIJターン・定住促進・関係人口創出事
業費� 7,800万円

 東京圏在住の若年層に向けたデジタル広告の発信
や、県内の大学生に向けたとちぎの魅力発信に取り
組みます。

中小企業等グループ施設等
復旧事業費� 75億6,600万円

　中小企業等で構成するグルー
プの復興事業計画に基づき、事業
者が行う施設・設備の復旧を支援
します。

産業活性化金融対策費（令
和元年台風第19号緊急対
策資金）� 35億7,200万円

　直接または間接的に被害を受
けた中小企業の資金繰りを支援
します ( 融資枠：100億円)。

災害対策強化事業費
� 3,700万円

　地域防災計画の改定を進める
ほか、適切な避難行動に関する
啓発リーフレットの配布などを
行います。

奥日光EV導入促進事業費
� 1億300万円

　二次交通の利便性向上のため､日光地
区において M

マース
aaS の活用による環境に

配慮した交通モデルの構築の検討など
を行います｡

とちぎデジタル戦略
推進事業費�1,800万円

　デジタル化を推進するため、
戦略の策定やデジタルマーケ
ティングアドバイザー等を新た
に配置します。

未来技術社会実装・SDGs
推進事業費� 900万円

 未来技術の社会実装を進めるほか、
S

エスディージーズ
DGs達成に向けて取り組む企業等の

登録制度を創設します。

POINT2

POINT1 令和元年東日本台風による被害からの復旧･復興

令和2年度政策経営基本方針に基づく重点事項

未来技術で とちぎを進化
2020予算

NEW

NEW NEW

※令和2年1月1日現在の
世帯数より算出

1 2



県職員が直接出向いて分かりやすい説明を行う｢とちぎ県政出前講座｣をぜひご活用ください。教育、福祉、産業、くらし、環境のことなど198の講座があります問県広報課☎028-623-2192

とちぎの農産物ブランド力強化推進事業費
� 7,600万円
　県産農産物や｢いちご王国｣のPR、｢とちぎの星｣
をはじめとする県産米のデジタルプロモーション
などを実施します。
関西圏とちぎ魅力発信事業費� 3,700万円
　関西圏において、観光物産・企業誘致に関する情報発信や、県内食品関連企業
の販路開拓を支援します。

学校指導力強化対策事業費� 35億1,500万円
　児童一人ひとりへのきめ細かな指導ができる環境を整
えるため、小学校第6学年における 35人以下学級の導入
などを行います。
とちぎ結婚サポート事業費� 5,500万円
　「とちぎ結婚支援センター」のお引き合わせ枠拡充やサテライトの設置
促進のほか、デジタルマーケティングを活用した情報発信、結婚等に関
するライフプランセミナー等を行います。
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人口減少問題を克服し、将来にわたり地域の活力を維持していくため、四つ
の基本目標と一つの横断的目標を定め、15の戦略を展開します
●基本目標1�	 とちぎに魅力あるしごとをつくる（5戦略）
●基本目標2	 とちぎへの新しいひとの流れをつくる（3戦略）
●基本目標3	 とちぎで結婚、妊娠・出産、子育ての希望をかなえる、誰もが活

躍できる地域社会をつくる（3戦略）
●基本目標4	 とちぎに安心で住み続けたい地域をつくる（3戦略）
●横断的目標	 未来技術をとちぎの新たな力にする（1戦略）

詳しくは

●本県では、2005年の202万人をピークに人口が減り続け、2019年の
人口は194万人となっています
●出生数の減少や転出超過など、このままのペースで人口減少が続
くと、2060年には130万人まで減少すると予想されます
●高齢化も進行し、65歳以上の人口比率は、2060年には39.7%になる
見込みです（2015年は25.9％）

人口減少と少子高齢化の進行

とちぎの人口の将来展望
～とちぎの未来を創る15の戦略～

人口減少、少子高齢化の影響は幅広い分野に

四つの基本目標と一つの横断的目標

●グローバル市場の活力を取り込む　●高等学校と地域の連携・協働による
人材育成 ●「関係人口」の創出・拡大への取り組み� ●未来技術の活用の推進
●S
エスディージーズ
DG s（持続可能な開発目標）の達成に向けた施策の推進

第2期戦略における新たな視点

とちぎ創生とちぎ創生
いちご

1515戦略（第2期）戦略（第2期）
本県における人口減少問題の克服と将来にわたる地域の活力
維持を目指し、2015年からオールとちぎで取り組んでいる第
1期戦略に続き、第2期戦略を策定しました。

次代を拓
ひら

く人づくり戦略 強みを生かす成長戦略

暮らし安心健康戦略 快適実感安全戦略 誇れる地域づくり戦略

安全・安心なとちぎづくり 東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会、�
第77回国民体育大会｢いちご一会とちぎ国体｣と第22
回全国障害者スポ－ツ大会｢いちご一会とちぎ大会｣
に向けた着実な取り組み

｢防災･減災､国土強靭化のための3か年
緊急対策｣に基づく公共事業費・直轄
事業負担金等� 76億9,600万円

　治山施設やため池、道路、河川、砂防施設などの
防災・減災対策を行います。

堤防強化緊急対策プロジェクト�
事業費� 30億円

　災害の未然防止および被害低減を図るため、長時
間の洪水に耐える堤防強化対策に重点的に取り組
みます。

緊急防災･減災対策事業費� 10億円
　災害の未然防止および被害低減を図るための堆積土除去､調節池設置､急傾
斜地対策などを行います。

医療機能分化・連携支援事業費�6億3,700万円
　地域医療連携推進法人設立等による複数の医療
機関で行う医療機能分化・連携の取り組みに対す
る助成等を行います。

歩行者保護意識向上対策事業費
� 800万円

　ドライバーの歩行者保護意識の向上を図るた
め、テレビCMなどによる広報啓発を行います。

交通系ICカード導入助成費� 8,300万円
　県民の利便性向上や観光誘客に向けて、交通系IC
カードを導入する民間バス事業者が行う設備整備を
支援します。
FCV導入促進事業費� 1億500万円
　FCV（燃料電池自動車）の普及促進のため、商用水素
ステーションの整備助成制度を継続するほか、FCV
の導入助成制度を創設します。

未来を創る高校生地域連携・協働推進
事業費� 1,000万円

　県立高校において地域とともに課題解決やブラン
ド開発の取り組みを行います。

サイクルツーリズム推進事業費�8,200万円
　県内全域の地域資源を活用し、サイクリングモデ
ルルートの設定や走行ライン標示などの環境整備な
どを行います。

とちぎ創生15戦略

総合スポーツゾーン整備費� 55億9,100万円
　新体育館、屋内水泳場の新設や合宿所等の既存施設の
改修、公園および周辺道路の整備などを行います。

競技力向上費� 5億2,100万円
　国体に向けて､スポーツ専門員の配置や、とちぎスポーツ医科学センターの
利用に対する助成などにより､選手の育成・強化に取り組みます。

障害者スポーツ選手等育成･強化事業費� 3,600万円
　2022年の全国障害者スポーツ大会に向け、個人競技の裾野拡大や各競技団体等
が行う強化指定選手を対象とした強化練習会等に対する助成などを行います。

POINT3 ｢とちぎ元気発信プラン｣の総仕上げと｢とちぎ創生15(いちご）戦略(第2期)｣の推進
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光のいちご畑（県庁県民広場）

生活への影響
●店舗等の撤退や地域公共交通
の衰退による利便性低下
●自治会や消防団の活動など地
域コミュニティ機能の低下

など

医療・福祉への影響
●社会保障費の増大
●医療・福祉・介護人材の不足
●医療施設の撤退に伴う受診機
会の減少や通院時間の増加　　
� など

産業への影響
●労働力不足や生産活動の低下
●後継者不足による事業承継の
困難化
●担い手不足による耕作放棄地
の増加や森林の荒廃� など

子育て・教育への影響
●集団活動や地域との活動の減
少による、コミュニケーション
能力を育む機会の減少
●学校の統廃合や通学負担の増
加� など



県職員が直接出向いて分かりやすい説明を行う｢とちぎ県政出前講座｣をぜひご活用ください。教育、福祉、産業、くらし、環境のことなど198の講座があります問県広報課☎028-623-2192 視覚に障害のある方のために、｢とちぎ県民だより｣点字版、テープ版およびデイジー版を発行しています。ご希望の方は、県広報課（☎028-623-2192）までご連絡ください

関する対策を実施します
に

募集・試験募集・試験

❸

料受験・参加料金	 身障者用駐車場
定定員	 身障者用トイレ
〆応募・申込締切	 オストメイト対応トイレ
問問い合わせ・申し込み先	 栃木県電子申請システム

　｢とちぎ県民だより｣へのご感想をお
寄せくださった方の中から抽選で5名
の方に、｢いちご王国・栃木｣エコバッグ
とピンバッジなどを差し上げます。

　はがきに、郵便番号・住所・氏名・年齢・
感想を記入の上、次の宛先までお送り
ください｡［締切：4/17（金）必着］※5月
上旬発送予定

〒320-8501栃木県広報課
｢とちぎ県民だより｣係

プレゼントコーナー!

◎4/25（土）は閉館日です
栃木県本庁舎のお知らせ

県では、医療提供体制の整備や経済的
に影響を受けた事業者の方々への支援
等のため、総額81億円の補正予算など
により、以下の対策を実施します。

令和2年度とちぎフレッシュメイト募集
●県内外のイ
ベント（年間約
50回）で、とち
ぎブランド農
産物のイメー
ジアップ活動
を行います●応募資格：県内在住の18
～29歳の方ほか定若干名（選考）�〆4/30
（木）●応募方法などは
令和2年度とちぎフレッシュメイト
または問い合わせを
問とちぎ農産物マーケティング協会　
☎︎028-616-8787

鹿児島県で開催される全国障害者ス
ポーツ大会への派遣選手募集
●派遣期間：10/22（木）～27（火）●対象：
県内に在住・通所・通学する13歳以上の
身体障害者・知的障害者・精神障害者
の方で第15回栃木県障害者スポーツ
大会に申し込みをした方等定 34名（選	
考）●申込期間：4/21（火）～5/19（火）	
●申込方法などは問い合わせを
問栃木県障害者スポーツ協会
☎︎028-624-2761 FAX 028-624-2761

「平和を、仕事にする｡」自衛官採用試験
［幹部候補生（一般）］●1次試験：5/9（土）
～10（日）●試験種別：①大卒程度②院
卒者●応募資格：①22歳以上26歳未満
の方等②修士課程修了者（見込み含む）
等で20歳以上28歳未満の方�〆5/1（金）
［幹部候補生（①歯科②薬剤科）］●１次
試験：5/9（土）●応募資格：大卒（見込み
含む）で①歯学の課程を修めた20歳以
上30歳未満の方②薬学の課程を修めた
20歳以上28歳未満の方�〆5/1（金）
［一般曹候補生］●1次試験：5/23（土）
●応募資格：18歳以上33歳未満の方	
�〆5/15（金）
※いずれも詳しくは応募要項で確認を
問自衛隊栃木地方協力本部☎︎028-634-3385

県職員･小中学校事務職員等採用試験�
●1次試験：6/28（日）●採用予定区分：
大卒程度（行政、行政（福祉型）、薬剤師、
化学、農業、畜産、林業、総合土木、建築、
電気、機械、心理、警察行政、小中学校
事務）、保健師、獣医師、精神保健福祉士、
犯罪鑑識技術者（法医）●受付期間：4/	
24（金）～5/15（金）●受験案内、申込書
は県ホームページからダウンロードを
●採用予定人員・受験資格・申込方法な
どは受験案内で確認を
問県人事委員会事務局☎︎028-623-3313

高圧ガス保安法に基づく第三種冷凍
機械講習会および検定試験
●講習会：6/10（水）～12（金）午前9時～
午後5時●検定試験日：7/5（日）午前10
時〜11時30分●とちぎ流通センター
協同組合連合会館（鹿沼市）定 50名（先
着）料16,900円（インターネット申込者
16,400円）※テキスト・補助教材代別	
●申込期間：5/7（木）～17（日）●申込方
法などは問い合わせを
問高圧ガス保安協会栃木県冷凍教育検
査事務所☎︎028-658-7756

県公立学校新規採用教員選考試験�
●選考要項等は4/9（木）から県義務教
育課（小・中学校教員）、県高校教育課
（高等学校、特別支援学校教員）、各教育
事務所、県民プラザ、県東京事務所で配
布（県ホームページからダウンロード
もできます）
問県義務教育課☎︎028-623-3386
県高校教育課☎︎028-623-3396

栃木県ホームページ広告募集
●約19,000ページに掲載されるバナー
広告の募集●掲載料：5万円/月・枠�〆随
時●詳しくは問い合わせを
問県広報課☎︎028-623-2164

▽帰国者･接触者相談センター
•県西健康福祉センター

☎0289-62-6225
•県東健康福祉センター

☎0285-82-6997
•県南健康福祉センター

☎0285-22-0302
•県北健康福祉センター

☎0287-22-2679
•安足健康福祉センター

☎0284-41-5900
•宇都宮市保健所
平日（午前8時30分～午後5時15分）

：☎028-626-1114
� 夜間・休日：☎028-626-1135
▽Coronavirus Hotline for Tochigi 
Foreign Residents（外国人向け）
� ☎028-678-8282
▽ファクシミリによる相談（聴覚等に
障害がある方向け）
平日（午前8時30分～午後8時）
� ：FAX028-623-3052
� 夜間・休日：FAX028-623-2527
問県健康増進課☎︎028-623-3089

　感染した方やそのご家族・関係者、
感染の拡大している地域から帰国さ
れた方々等に対して､不当な差別や
偏見､いじめ､SNS上での誹謗・中傷な
どが行われないよう､正確な情報に
基づいた冷静な行動をお願いします｡
人権を侵害されたら相談を
•みんなの人権110番
平日（午前8時30分～午後5時15分）

：☎0570-003-110
•子どもの人権110番
平日(午前8時30分～午後5時15分）

： 0120-007-110
問県人権施策推進室☎028-623-3027

★が付いた事業は補正予算対象事業です

新型コロナウイルス感染症に関す
る電話相談窓口(24時間対応)

新型コロナウイルス感染症に関す
る県民の皆さまへのお願い

事業活動の縮小や雇用への対応
� 67億円

○経営･融資･労働者･外国人向け
相談窓口を設置します
○栃木県勤労者生活資金による融
資を行います

相談窓口の設置等

★売上高等が減少している中小企業に対し、｢新型
コロナウイルス感染症緊急対策資金｣（融資枠：200
億円）での低金利貸付けや保証料補給・利子補給に
よる資金繰り支援を行います

強力な資金繰り対策

★中小企業等がサプライチェーン再構築のために
行う生産設備の整備等を助成します
○生産設備のみの投資も対象とするなど、企業立
地補助金制度の要件を緩和します

サプライチェーン毀
き

損への対応

県民に向けた観光や消費の需要喚起
の推進� 3億円

○関係団体と一体となった｢とちぎ
の地産地消元気アップ運動｣により、
県産農産物の消費拡大を図ります

県産農産物への対応

★宿泊施設における無料Wi-Fi
環境整備等を支援します
★県道路公社の管理する有料道
路の無料化により観光需要の喚
起を図ります

観光業等への対応

検査･医療提供体制の強化� 2億円

★民間検査機関へのPCR装置
導入を支援します
★保険適用に伴いPCR検査を
委託により行います

PCR検査体制の強化

★外来および入院協力医療機関における人工呼吸
器等の整備を支援します
★帰国者･接触者相談センターの外部委託による
相談機能の強化を行います

医療提供体制の整備

感染拡大防止対策と学校の臨時休業
等への対応� 9億円

★介護施設等へマスク・消毒
液を配布するほか、幼稚園等
における保健衛生用品等の購
入に必要な経費を助成します
★外国人向けに、24時間20言語対応の電話相談を
行います
★就労系障害福祉サービス事業者におけるテレ	
ワークの導入を支援します

感染拡大防止対策 

★特別支援学校等の臨時休業により生じた、放課
後等デイサービスの利用経費を助成します

学校の臨時休業等への対応

新型コロナウイルス感染症

　新型コロナウイルス感染症の感染拡
大を受け、東京2020組織委員会から東京
2020大会の延期が発表されました。これ
に伴い、本県で予定されていたオリンピッ
ク聖火リレーも延期となりました。
　今後、詳細が決定次第、県ホームページ
等でお知らせいたします。
問県総合政策課☎028-623-3497

東京2020大会とオリンピック聖火
リレーについてのお知らせ

栃木県　補正予算

問県財政課☎︎028-623-2018または

日光宇都宮道路



県政ラジオ番組　栃木放送｢県政インフォメーション｣月〜金7：10〜7：15、17：30〜17：35　エフエム栃木｢マロニエインフォメーション｣月〜金17：28〜17：33

この広報紙は、古紙パルプ配合率100％再生紙を使用しています○県民だよりの発行経費の一部に充てるため広告を掲載しています。広告の内容については、広告主にお問い合わせください 環境にやさしい大豆油インキを使用しています
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回第 142 知事コラム

　年度末に久しぶりのクラス会を計画し、恩師の先生方の出

席も叶うこととなっていた。しかし、新型コロナウイルス感

染症の懸念から延期を余儀なくされた。

　小学生に戻った気持ちで、同級生や先生方にお会いできるの

を楽しみにしていたが……。よく考えれば私たちは前期高齢

者（６５歳以上）、先生方は後期高齢者（７５歳以上）の仲間入りを

している。重症化しやすい年代でもあるし、県外から参加す

る方もいる。心配すればきりがないが、転ばぬ先の杖である。

　県民の皆さんも御用心を！

　出水期を控え、令和元年東日本台風の復旧・復興に全力を投

入しなければならない中、新たな課題も早期の収束を図って

いかねばならぬ、多難な年度始めとなった。

　めげてなどいられない。県民誰もが桃太郎となり、社会の

不都合を退治しよう！！‼

～鬼退治（新型コロナウイルス）～
緊急速報メールによる配信を開始しました
●洪水、土砂災害の危険性が高まったときに、携帯
電話事業者が提供する「緊急速報メール」を活用し
た、「洪水情報」「土砂災害警戒情報」の配信を4月
から開始しました●対象：配信エリア内のスマー
トフォン・携帯電話（NTTドコモ、KDDI、ソフトバ
ンク等）のユーザー●緊急速報メールを受信した
ら、防災行政無線、テレビ、ラジオ等により市町か
らの避難情報等を確認し、適切な避難行動をとっ
てください
問洪水情報：県河川課☎︎028-623-2551
土砂災害警戒情報：県砂防水資源課☎︎028-623-2455

栃木県公金の納付手続きが自宅でもできます
●P

ペイジー
ay-easyマークが印字されている納付書は

ATMやパソコン、スマートフォンを利用して納
付が可能です料無料●詳しくはPay-easyホーム 
ページで確認を
問県会計管理課☎028-623-3014

春の交通安全県民総ぐるみ運動
●4/6（月）〜15（水）●スローガン：マナーアップ！
あなたが主役です●交通ルールを守り､正しい交
通マナーを実践して交通事故を防止しましょう

問県くらし安全安心課☎︎028-623-2185

慰霊巡拝のお知らせ　
●カザフスタン共和国、イルクーツク州・ブリヤー
ド共和国、ハバロフスク地方・ユダヤ自治州、イン 
ドネシア、中国東北地方（旧満州地区全域）、東部
ニューギニア、沿海地方、ビスマーク諸島、ミャン 
マー、トラック諸島、フィリピン、硫黄島●対象：実
施地域における戦没者遺族（原則過去5年以内に政
府主催の慰霊巡拝に参加していない方）●申込方
法などは問い合わせを
問県高齢対策課☎︎028-623-3054

案　　　内案　　　内

ひとり親の方のための介護員養成研修�  
●4/25（土）～R3/2/28（日）※研修期間は
各会場により異なる●（株）ニチイ学館（宇
都宮第2、真岡、小山第2、栃木、足利）●対
象：県内在住のひとり親家庭の父母、寡婦
の方定8名（選考）料無料（テキスト代、実
習時の健康診断費等別）�〆随時●詳しく
は問い合わせを
問栃木県ひとり親家庭福祉連合会（月曜・
祝日は閉館）☎︎028-665-7806

要約筆記者養成講習会（全27回）�
●5/9～12/19の土曜午後1時～5時●とち
ぎ福祉プラザ（宇都宮市）●文字通訳を
行う要約筆記者を養成する講習会定手書
きコース15名、パソコンコース15名（いず
れも先着）料無料（テキスト代別）�〆4/10

（金）●申込方法などは問い合わせを
問とちぎ視聴覚障害者情報センター
☎︎028-621-6208

朗読奉仕員養成講座（全15回）
●録音図書を製作する奉仕員を養成
◎初級コース
［宇都宮市会場 ］●5/11～9/7の月
曜●とちぎ福祉プラザ
［矢板市会場 ］●5/29～9/18の金曜●
矢板市きずな館
［栃木市会場 ］●6/1～9/28の月曜
●栃木市保健福祉センター
◎中級コース
［上三川町会場 ］●6/3～9/23の水
曜●上三川いきいきプラザ●対象：初級
コース修了者
※いずれも●午前10
時～正午（中級コー
スは午後1時～3時）
定各20名（先着）料無
料 ● 申 込 期 間：4/6

（月）～20（月）●電話
で申し込みを
問栃木県視覚障害者福祉協会
☎︎028-625-4990

点訳奉仕員養成講座（初級コース、全20回）�
●点字図書を製作する奉仕員を養成
［壬生町会場］●5/12～10/27の火曜●壬
生町保健福祉センター
［宇都宮市会場］●5/14～10/15の木曜 
●とちぎ福祉プラザ
※いずれも●午前10時～正午定20名（先
着）料500円●申込期間：4/6（月）～20（月）
●電話で申し込みを
問栃木県視覚障害者福祉協会☎︎028-625-4990

同行援護従業者養成研修（全3回）�
●視覚障害者の外出時に同行し援護する
知識・技術を学ぶ研修
［一般課程］●5/26（火）～28（木）定28名
（選考）料31,500円　
［応用課程］●6/9（火）～11（木）●一般課
程を修了した方定32名（選考）料21,500円
※いずれも●とちぎ福祉プラザ、県庁ほ
か（いずれも宇都宮市）�〆4/17（金）●申込
方法などは問い合わせを
問栃木県視覚障害者福祉協会☎︎028-625-4990

盲ろう者向け通訳・介助員養成講座�
●5/30～6/28の土日（全7回）●とちぎ福
祉プラザ（宇都宮市）ほか●盲ろう者との
コミュニケーション方法や移動介助の方
法などの講座定20名（先着）料2,000円�〆5/
15（金）●申込方法などは問い合わせを
問栃木盲ろう者友の会「ひばり」事務局
☎︎080-5459-5896

ホットほっと電話相談員養成研修　
●6/10～7/22の水曜午前8時30分～午後4
時（全4回）●栃木県総合教育センター（宇
都宮市)●家庭教育や学校生活について
の相談を受けるための研修●対象：「カウ
ンセラー養成講座」､「問題行動の理解と
対応」などのカウンセリングの専門的講
座･研修等を30単位(2時間を1単位)以上
修了し､R2/4/1現在で35～60歳までの方
など定20名程度料無料�〆5/20（水）●詳し
くは問い合わせを
問県生涯学習課☎028-623-3404

催し・講座催し・講座

県広報番組とちぎテレビで放送中！

県広報課☎028-623-2190問

4/12：令和2年度当初予算
4/26：消費者トラブルの防止
※4/5､19は放送休止

知っトク！なるとちっ
日曜9：00～9：15 　火曜19：30～19：45再

◎栃木県LINE
（IDは@pref_tochigi）
●原則金曜日に､県政情報や
議会情報､選挙情報等を定期
発信しています

◎栃木県防災Twitter
（IDは@tochigi_bousai）
●栃木県の防災に関する
イベントや訓練､普段か
ら取り組める災害への備
え等防災に役立つ情報などを発信し
ています
問県危機管理課☎028-623-2695
県消防防災課☎028-623-2132

◎栃木県Twitter
（IDは@pref_tochigi）
●栃木県ホームページの新着
情報や報道発表情報等を発信
しています

※いずれも災害関連情報等は随時発信を行っています
問県広報課☎028-623-2192

栃木県のSNSをご利用ください！


